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６月21日〜７月19日

平
成
24
年
度
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
に
関
す
る 

地
方
ヒ
ア
リ
ン
グ
に 

岡
村
・
川
口
市
長
が
出
席
し
、
意
見
陳
述

　

６
月
23
日
、
平
成
24
年
度
地
域
自
主
戦
略
交
付

金
に
関
す
る
地
方
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
本
会

か
ら
は
、
財
政
委
員
会
委
員
長
の
岡
村
・
川
口
市
長
、

政
府
側
か
ら
は
、
片
山
・
地
域
主
権
推
進
担
当
大
臣
、

逢
坂
・
大
臣
政
務
官
、
神
野
・
地
域
主
権
戦
略
会

議
担
当
主
査
が
出
席
し
た
。

　

岡
村
・
川
口
市
長
は
、
一
括
交
付
金
は
あ
く
ま

で
も
税
源
移
譲
ま
で
の
過
渡
的
な
措
置
で
あ
る
と

し
た
う
え
で
、
都
市
財
政
基
盤
確
立
小
委
員
会
等

の
関
係
市
長
の
意
向
調
査
も
踏
ま
え
つ
つ
、
①
投

資
補
助
金
（
市
町
村
分
）
に
係
る
一
括
交
付
金
の
平

成
24
年
度
か
ら
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市

長
が
、「
先
行
す
る
都
道
府
県
の
運
用
状
況
等
を

し
っ
か
り
見
極
め
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
べ
き
」

「
東
日
本
大
震
災
の
被
害
の
甚
大
性
・
広
域
性
に
配

慮
し
て
検
討
す
べ
き
」「
市
町
村
に
お
い
て
は
、
主

に
投
資
事
業
に
お
い
て
、
年
度
間
の
事
業
費
の
変

動
が
大
き
い
こ
と
か
ら
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
こ
と
」
等
の
理
由
か
ら
、
平
成
24
年
度
導
入
に
こ

だ
わ
る
こ
と
な
く
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
で
十

分
な
協
議
を
行
い
、
そ
の
合
意
形
成
を
図
る
こ
と

を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
②
平
成
24
年

度
か
ら
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
経
常
補
助
金
の

一
括
交
付
金
化
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
な
ど
の

全
国
画
一
的
な
現
金
給
付
事
業
は
地
方
の
自
由
裁

量
が
な
い
こ
と
、
全
国
的
な
仕
組
み
が
統
一
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
医
療
保
険
、
国
民
健
康
保
険
等
に

つ
い
て
は
、
広
域
化
に
向
け
て
の
制
度
の
見
直
し

が
、
ま
ず
必
要
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
否
定
的
な
意

見
が
圧
倒
的
に
多
く
、
障
害
者
給
付
等
の
社
会
的

弱
者
等
に
対
す
る
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
も
一
括
交
付
金
化
を
是
と
す
る
意
見
は
少
数

で
あ
り
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
③

ま
た
、
平
成
24
年
度
以
降
の
一
括
交
付
金
化
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
の
執
行
状
況
や
東

日
本
大
震
災
の
対
応
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ

の
存
続
の
是
非
を
含
め
検
討
す
べ
き
と
す
る
意
見

が
多
数
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
発
言
す
る
と
と
も
に
、

都
道
府
県
分
の
一
括
交
付
金
化
が
順
調
に
い
け
ば

市
長
の
理
解
も
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
、
一
括
交

付
金
を
導
入
す
る
場
合
、
国
の
財
政
再
建
が
優
先

さ
れ
た
三
位
一
体
の
改
革
の
同
じ
轍
を
踏
む
こ
と

な
く
、
必
要
額
を
確
保
し
な
け
れ
ば
地
方
へ
負
担

転
嫁
す
る
だ
け
の
制
度
に
な
る
こ
と
等
に
つ
い
て

意
見
表
明
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
に
係
る
包
括
交
付
金
の
財
源
は
、
こ
の
補
助
金

等
の
一
括
交
付
金
と
は
切
り
離
し
、
別
枠
で
確
保

す
る
よ
う
強
く
要
請
し
た
。

�

［
財
政
部
］

「
社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る
番
号
制
度
に
関
す
る 

実
務
検
討
会
」に
横
尾
・
多
久
市
長
が
出
席
し
、 

社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る 

番
号
制
度
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

６
月
24
日
、「
社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る
番
号
制

度
に
関
す
る
実
務
検
討
会
（
第
10
回
）」
が
開
催
さ

れ
、
社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る
番
号
制
度
に
つ
い
て
、

本
会
及
び
全
国
町
村
会
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

本
会
か
ら
は
、
共
通
番
号
制
度
等
に
関
す
る
検
討

会
座
長
代
理
の
横
尾
・
多
久
市
長
が
出
席
し
た
。

　

横
尾
・
多
久
市
長
は
、
は
じ
め
に
、
番
号
制
度

が
国
民
に
理
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、
多
角
的
な
活

用
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

罰
則
の
重
罰
化
も
検
討
が
必
要
と
い
う
意
見
も
あ

る
こ
と
、
今
回
の
大
震
災
を
踏
ま
え
れ
ば
、
個
々

の
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認
し
、
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
、
と
の
意
見
を
述
べ
た
後
、
提
出
し
た

「
社
会
保
障
・
税
番
号
大
綱
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」

を
も
と
に
、
①
番
号
制
度
の
目
的
は
、「
所
得
把

握
」
等
の
情
報
把
握
と
さ
れ
て
い
る
が
、
国
民
の
利

便
性
の
向
上
と
い
う
視
点
が
欠
け
て
い
る
。
国
民

の
利
便
性
の
向
上
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
の
で
、
具
体
例

を
示
し
、
わ
か
り
や
す
く
提
示
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。
②
個
人
情
報
保
護
等
に
は
万
全
の

措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
災
害
時
に
迅
速

に
支
援
等
が
行
え
る
よ
う
、
個
人
情
報
保
護
の
弾

力
的
な
運
用
が
で
き
る
よ
う
多
角
的
に
検
討
す
る

こ
と
。
③
番
号
制
度
の
利
用
範
囲
に
つ
い
て
、
将

来
的
に
利
用
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
及
び
そ
の
道

筋
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
お
い
て
も
し
っ
か
り
と
国

民
に
示
す
こ
と
。
④
「
番
号
」
生
成
機
関
及
び
公
的

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
認
証
局
の
地
方
共
同
法
人

化
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
新
た
な
出

資
等
負
担
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
と
す
る
と
と
も

に
、
制
度
設
計
及
び
法
制
化
に
当
た
っ
て
は
、
事

前
に
地
方
公
共
団
体
と
十
分
協
議
す
る
こ
と
。
⑤

I
C
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
設
備
投

資
等
を
考
慮
し
、
既
存
の
住
基
カ
ー
ド
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
I
C
カ
ー
ド
の
交
付
方

法
、
交
付
体
制
、
交
付
期
間
等
に
つ
い
て
、
市
町

村
と
十
分
協
議
し
つ
つ
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
、

I
C
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
住
基
カ
ー

ド
の
有
効
期
間
と
あ
わ
せ
る
こ
と
。
⑥
法
制
化
に

当
た
っ
て
は
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
で
地
方

公
共
団
体
、
と
り
わ
け
基
礎
自
治
体
と
十
分
協
議

す
る
こ
と
。
ま
た
、
人
件
費
を
含
む
新
た
な
財
政

負
担
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
切
に
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

�

［
行
政
部
］

「
地
方
公
務
員
の
労
使
関
係
制
度
に
係
る 

基
本
的
考
え
方
」に
対
す
る
意
見
を 

総
務
大
臣
に
提
出

　

総
務
省
が
６
月
２
日
に
示
し
た
「
地
方
公
務
員
の

労
使
関
係
制
度
に
係
る
基
本
的
考
え
方
」
に
つ
い

て
、
６
月
29
日
に
政
策
推
進
委
員
会
委
員
を
中
心

に
意
見
を
伺
い
、
７
月
５
日
、「
地
方
公
務
員
の
労

使
関
係
制
度
に
係
る
基
本
的
考
え
方
」
に
対
す
る
意

見
を
総
務
大
臣
宛
に
提
出
し
た
。

　

意
見
で
は
、
地
方
公
務
員
の
労
働
基
本
権
の
検

討
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
本
会
と
し
て
、
地
方

公
務
員
の
実
情
や
特
性
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
等
を
十
分
踏
ま
え
つ
つ
、
課
題
、
問
題
点
を
整

理
し
な
が
ら
、
慎
重
か
つ
丁
寧
に
検
討
す
る
よ
う
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石
垣
・
新
見
市
長
か
ら
は
、
先
の
全
国
市
長
会

議
で
決
定
し
た
「
真
の
分
権
型
社
会
の
実
現
を
求
め

る
決
議
」
を
踏
ま
え
、
第
２
次
一
括
法
案
の
早
期
成

立
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
基
礎
自

治
体
へ
の
権
限
移
譲
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
廃
止
・

縮
小
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
等
を
行
う
こ
と
。

　

ま
た
、
当
該
法
案
の
地
方
財
政
制
度
に
関
す
る

部
分
に
つ
い
て
、
地
方
債
協
議
制
度
の
一
部
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
市
場
の
信
認
等
の
位
置

付
け
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
等
、

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
国
等
へ
の
寄
附
の
原
則

禁
止
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
の
財
政

秩
序
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
上
の
担
保
措
置
を

講
じ
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
総
務
省
か
ら
は
、
本

会
の
意
見
に
対
応
し
た
取
組
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
発
言
し
た
。

�

［
行
政
部
］

理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
を
開
催　

 

決
議
・
重
点
提
言
に
よ
り 

正
副
会
長
が
要
請
活
動

　

７
月
13
日
、
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
を
全
国

都
市
会
館
に
お
い
て
開
催
。

　

岡
本
・
総
務
事
務
次
官
か
ら
地
方
行
財
政
の
課

題
、
飯
尾
・
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
検
討

部
会
長
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）
か
ら
市
町

村
中
心
の
震
災
復
興
構
想
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講

演
の
後
、
６
月
８
日
開
催
の
第
81
回
全
国
市
長
会

議
に
お
け
る
決
議
・
重
点
提
言
・
提
言
、
諸
会
議

の
開
催
状
況
等
に
つ
い
て
の
報
告
を
了
承
す
る
と

と
も
に
、
11
月
開
催
の
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議

及
び
委
員
会
開
催
要
領
を
協
議
・
決
定
し
た
。

　

会
議
終
了
後
、「
決
議
・
重
点
提
言
」
に
よ
り
、

正
副
会
長
は
、
平
野
・
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策

担
当
大
臣
は
じ
め
仙
谷
・
内
閣
官
房
副
長
官
、
民

主
党
の
加
賀
谷
・
総
務
部
門
会
議
座
長
に
面
談
の

上
、
要
請
す
る
と
と
も
に
、
各
委
員
会
正
副
委
員

長
は
、
各
省
の
政
務
三
役
等
に
面
談
の
上
、
要
請

し
た
。

�

［
企
画
調
整
室
］

Mayors'  Action Mayors'  Action

求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
総
務
省
の
基

本
的
考
え
方
は
、
主
に
「
国
家
公
務
員
と
の
整
合

性
」
の
み
に
着
目
し
た
案
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
地

方
公
務
員
に
協
約
締
結
権
を
付
与
す
る
職
員
の
範

囲
の
拡
大
に
伴
う
便
益
お
よ
び
費
用
が
一
切
示
さ

れ
な
い
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

（
１
）
地
方
公
務
員
の
協
約
締
結
権
の
付
与
に
つ
い

て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を
与
え
る
等
、
様
々

な
懸
念
意
見
が
あ
る
こ
と
を
真し
ん
し摯
に
受
け
止
め
、

地
方
公
共
団
体
の
団
体
数
や
規
模
な
ど
地
方
の
特

性
や
事
情
を
十
分
踏
ま
え
、
費
用
と
便
益
を
具
体

的
に
示
し
、
住
民
の
理
解
の
も
と
に
、
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
、（
２
）
地
方
自
治
行
政
に
関
す
る
極

め
て
重
要
な
事
柄
で
あ
る
の
で
、
単
に
国
家
公
務

員
の
措
置
を
踏
ま
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
公
務

員
制
度
の
実
情
や
特
性
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
等
を
十
分
踏
ま
え
つ
つ
、
課
題
、
問
題
点
を
整

理
し
な
が
ら
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
で
十
分

協
議
し
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
を
改
め
て
求
め
る
こ

と
、（
３
）
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
、
①
協
約
締

結
権
を
付
与
す
る
職
員
の
範
囲
、
②
労
働
組
合
の

認
証
要
件
、
③
勤
務
条
件
の
決
定
原
則
等
、
④
勤

務
条
件
の
決
定
方
法
、
⑤
交
渉
不
調
の
場
合
の
調

整
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
の
意
見
、
疑
問
点
を
示

す
と
と
も
に
、（
４
）
消
防
職
員
の
団
結
権
の
検
討

に
つ
い
て
は
、
現
場
の
市
町
村
長
の
意
見
を
踏
ま

え
つ
つ
、
改
め
て
国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
で
慎

重
か
つ
十
分
な
検
討
等
を
求
め
た
。

�

［
行
政
部
］

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議 

「
基
本
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム（
第
14
回
）」に 

倉
田
・
池
田
市
長
が
出
席

　

７
月
６
日
、
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検

討
会
議
「
基
本
制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
（
第
14

回
）」
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
中
間
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

本
会
か
ら
委
員
と
し
て
倉
田
・
池
田
市
長
が
出

席
し
、
①
本
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
お
け
る
14
回

の
議
論
の
成
果
と
し
て
、
中
間
と
り
ま
と
め
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
、
必
要
な
こ
と
と
評
価
を
し
て

い
る
こ
と
、
②
財
源
の
裏
付
け
に
つ
い
て
は
、
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
で
見
え
て
き
た
が
、
政

府
・
与
党
の
中
で
の
決
定
に
と
ど
ま
り
、
閣
議
決

定
は
な
さ
れ
ず
、
非
常
に
不
安
定
で
あ
る
こ
と
、

③
中
間
と
り
ま
と
め
の
文
中
に
「
今
後
更
に
検
討
」

と
い
う
文
言
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
や
国
と
地
方
の
協
議
の
場

な
ど
に
お
い
て
十
分
協
議
し
、
整
理
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
④
中
間
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
は
、

少
子
化
社
会
対
策
会
議
の
決
定
事
項
と
せ
ず
、
報

告
に
と
ど
め
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
等
の
発
言

を
行
っ
た
。

　

な
お
、
最
後
に
、
文
案
修
正
等
に
つ
い
て
は
座

長
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
う
え
で
、
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
中
間
と
り
ま
と
め

を
行
っ
た
。

�

［
社
会
文
教
部
］

自
由
民
主
党「
総
務
部
会
意
見
交
換
会
」に
、 

石
垣
・
新
見
市
長
が
出
席
し
、 

第
２
次
一
括
法
案
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

７
月
７
日
、
自
由
民
主
党
「
総
務
部
会
意
見
交
換

会
」
が
開
催
さ
れ
、
第
２
次
一
括
法
案
（
地
域
の
自

主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

案
）
に
つ
い
て
、
地
方
三
団
体
と
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
本
会
を
代
表
し
て
行
政
委
員
会
委
員
長
の
石

垣
・
新
見
市
長
が
出
席
し
た
。

#6

Mayors'  Action Mayors'  Action

#4

#5

石垣・新見市長

平野・東日本大震災復興対策担当大臣に要請する正副会長

倉田・池田市長


